














We tried to make a computer of 300 parametrons， and tested the respective operations by the 
logic diagram. 
This report contains Input register， Main counter， Shifting counter， Sequencer， Control gate， 
Add-subtract gate， Comparator， Sign register， Multiplicand register， Accumulator， etc. 
1 . 緒 言
パ ラ メ ト ロ ン約制ケを用い， 入力を手動でゐれ る
パ ラ メ ト ロ ン 加減乗算機の試作が発表 さ れ て い る 。 こ
の 内容は 3桁の数字の加算， 減算， 乗算 の出来る十進
法の小型電子計算機で実験用と し て試作す る に は手頃
な も のであ る の で， 試作を思い たつた。 試作す る に先
だ ち ， 途中 の動作を検査す る 都合上 l ogic diag ram を
作 っ て み た の で， そ の結果を報告 し て参考に 供 し たい
と考え る G
文献と 同様 1桁は Excess 3 c ode の 4 並列で表わ し
て， 数字の 3桁は直列で表わす様に し で あ る 。
Acc um uIa tor は 7桁 と す る 必要があ る が M ulti p licand
regis te rは 3桁 と し て あ る 。
2. lnput register (付録図一 1 参照〉
Excess 3∞de は周知の様に
10進数字 I 0 1 2 3 4  5 6 7 8 9 
1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 
表 示 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0
o 1 1 1 1 0 0 0 0 1 
o 0 0 0 0 1  1 1 1 1 
の 如 き 表示 と な る 。 4以下 と 5以上は互に補数 と な っ
て い る ので補数を取 る場合には便利であ る が， Acc の
桁上げに対 し て は補正す る 必要が あ る 。 押 し ぼた ん は
表示の 10進数字を 4 並列に表示の信号を出す様接続す
る と 同時に， 押し ぼたん を 押 し で あ る か否かを表わす
ため図の最 も 下に パ ラ メ ト ロ ン を配し て お い て乗算 の
時 の桁送 り 動作を行わし め る 。 数字ぼた んに対応せ し
め てcha tte rな く 数字を送 る ため102--202--302， 103--
203--303， 104--204--304， 105--205--305な る Fli p. 
F l op を形成せ し め で あ る 。
3 .  Main Counter (付録図-- 2 参照〕
Main C ounte rの306--106--206 は常に 101010 を 出
す回路で ， 109 ま では 8 進法 と な る とこ ろを 109か ら206
へ帰還をかけ て 7 進法と し て い る 。 7 進法は 7桁の 10
進数字を表わすために用い た も のであ る 。 210は 14 進
と な る の で表示式に CRO 方式を取 る 都合上， 210 よ り
の 信号で鋸歯状波を発生 し て表示の時間軸を形成す る
こ の動作は図 1 に表わす。 312は 28 進 ， 113は56進，
214は 112進， 316は224 進 と な っ て お り ， 例え ば 316は
224 回に 1凹信号が出るこ と に な る 。 実際には乗算の
場合 こ の 224-r ( τは 1bit の信号 の時間で こ の場合は電
源部の変調繰返 し 周波数 15kc の た め-Å-m sec と な っ15 
て い る 〉 の 中， 実際に動作 し て い る 時聞は最高9x 14 
= 126't"だけで他の 98 τ は休止し て い る こ と を 後で説
明す る 。 143 は 7 τ に 1 回だけ信号 を出し， 227- 342 
は 7't"だけ信号が出て れだけ休み と な る 。 1 11--112--
114--115は夫々 2倍の数 と な る のでDec od e rで 245 よ
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7 進 o 1 1 1 1 1 1 1  1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
14 進 0 0 1  0 1 0 1 0 1  0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1  0 1 0 1  
2 8進 o 0 0 0 1 0 0 0  1 0 0 0  1 0 0 0  1 0 0 0  1 0 0 0  1 0 0 0  1 0 0 0  1 
5 6進 o 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 
1 12 進 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
224 進 o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1  
図-1 224 進
り 2 倍， 24 6よ り 4 倍， 247 よ り 8 倍， 248 よ り 16倍 の
信号 を取 り だ す と ， 0 ，  1 ，  2 ，  3 …15 ま での階段波
形 を生ず る が， こ れは解 をCROで表わす場合の走査 に





実際に必要 な階段波形は O から 9 ま でで あ る の で
CRO 表示 の時に必要数字範閉以外はB la nking をかけ
る 様に す る 。
Comparator G，及ぴらに接続されて いるB-1 1 1，
B-212， B-314， B-1 15 は比較 の信号 を 与える も の
で， G，ではMRに記憶され た数字に 乗数 の乗ずる 回
数 で開閉 す る ga伎 の 信号 を与え， ら では表示 すべき
数 と A cc の 数 と を比較 し て CRO表示 のga伎 の役目 を
する。
4. Shifting Counter (付録 図- 2 参照)
sequ encer のF229は押 し ぼたん の押下 と 関係 が あ
り， 所謂 2 期に 7 τ だけ信号 が 出る ので こ の 7 " の 出
た信号 の回数をcou ntす る も の であ る 。 D のEB (add) 
θ (subtra ct) の日;witch の位置 に於いて は一度 rese t
せら れ clear さ れ る 。 set の位置 の時の みs凶ft の cou nt
を行弘 前 t のswitch の位置 に あ る 時はMR が 8桁の
loop と な る の で押 し ぼたん の数字 は次々 にMRに記憶
す る こ と が 出来 る 。 そ の 様 子は sequ encer の動作 を考
え る と 明であ る 。
又， Shif ting ∞u nter の動作 を考える と MR の数字
が Aα に加えら れ る 持不要の 数字 が 入ら ない様ma sk
する波形 を発生 す る ため の も の でMR が ー桁sh江t す
る 毎 に こ の波形 も τずつ遅 れ る 様 cou nt を一つずつ遅
ら し てし、く。 こ れは帰還ノ4ノレ ス を一回 だけ抑圧 す る だ
け で充分であ り ， 乗算 が 終 れば こ の cou nter はr眠 t さ
れ る 。
5. Sequencer (付録 図- 2 参照〕
押 し ぼたん の点滅に 関係す る もので， 計算機 と して
動作 せ し め る 順序 を与える も の であ る 。 郎ち1 期に 於
いては押 し ぼたん を押 さ ない状態であ る 。 2 期は押 し
ぼたん を押 し て信号 が 入れられ る 期 間で， 7 すだけ の
時間が たてば自動的 に 3 期に 入る 様にしである 。 こ の
2 期 はMR が I桁sh江 t す る 期 間 であ る 。 こ の後押 し
ぼたん を離 す と 224τ のパルス が 来て， こ の期 間中に
演算を 行い， 次 の 22 4'[" の パ ル ス に よ り 4 期 が 終了し
て 1 期に も ど る 。 勿論 22 4'[" の 時間中に押 し ぼたん を
押 し て も影響を与 えな い。 こ の 動作を少 し 考 えて み よ
う 。
1 13-233-ー333を Flip Flop l と し ， 1 3 4-23 4-334 を
Flip Flop 2 と 名付け よ う 。 A10 5， A却6で FF-l ， FF 
- 2 を反転 さ せ る がそ の動作は 図 3 の如 く な る 。 JlIl
ちFF- l は押 し ぼたん を押 し た直後の109信号に て 動
作し， 離 した時の 直後の 109信号で0 と な る 。 FFー2は
F F- l よ り 7'["遅れて動 作し ， 又FF- l が 0となっ
て 224τ の 後に O と なる 。 よ っ て 326 は224 '1' の 第 4 期
だけ信号 を与 え， 142-229 は 7 τ の第 2 期 の 閥だ け
信号を与 える 。326は Add-s ubtr混t gate 信 号を与 え，
229はMR の 7'["， 8 '[" の I∞p の切替 えを 行 う 。 勿論 D
12渇 に信号 が入 る と shift は行われない。 図- 3 の 如
き動作が sequencer と し て要求 さ れ る 。
止Jl
掛! : 、 F玩--=，_




10 5 0 1 0 0 1 1 0 1 
109 0 0 1 0 0 1 1 1 
116 0 0 0 1 1 0 1 1 
228 0 1 0 1 1 0 0 1  
の 如 く だ り ， 同様に
205 0 1 0 0 1 1 0 1  
228 0 0 1 0 0 1 1 1  
233 0 0 o 1 1 0 1  1 
333 0 0 1 1 0 0 1 1  
ts h 
228 0 1 0 0 1 1 0 1 
234 0 0 1 0 0 1 1 1  
2:33 0 0 0 1 1 0 1 1  
334 0 0 0 0 1 1 1 1  
ts t. 
こ の 中で tlで 233 が 1 か ら， 333 は O に変 わ る の は
次 の表示 に h と 示 し て あ る 。 同様 ts では 233 が O か
ら ， 333は 1 に変わ る 必要があ る の で こ の 二つ の関係 と
最上式の中か ら 10 5 と 205 が同一符号 の も の を 探す と
105 0 1 
109 0 1 
1 16  1 0 
228 1 0 
ts h 
105 は押 し ぼたん を押 し て あ る 聞 は 1 であ る ので図-
4 の 如 く な る 。 即ちts の 109の パ ル ス は 消す 必要があ
る の で sequencer は




一一一寸II 1111 I Iー加
6. Control gate 
(付録図- 3 参照〉
12 4-22 4-32 4 は
FF を形成 し て お り ，
switchが add， subtract
に 接続 さ れ る毎 に反
転 し ， MR clear と ぬift
co unter の reset を行
図- 4
'" 
っ た後， MR に 信号 図- 5
を入れ る様 にす る 。 勿論 set に switch を入れた瞬間に
も MR clear と 邑hifting co unter reset の 後 に MR に信号
を入れ る 。
7 . Add・subtract gate (付録図- 3 参照〉
F-326 に関係す る も ので押 し ぼたんを離 し た後 の
第 4期 の 22 4'[" の聞に Add- subtract が行なわれ る 。
これを理解す る に は MR の動作を考 える と よ い。 MR
では後に示す様に 7桁 と な っ て い て 4本(10進 1桁は
4並列の 2 進で表わすため〉 並列の必要が あ る が ， こ
れは 2 本の直列を並列に し た も の で， 2 本の直 列は各
々 4桁を直列に し た も の でー循環す る毎 に 反転す る 。
単な る記憶の時に は 8桁を 7 桁 にす る 様 に MR 中 で
Ioop を作 り ， 乗算の時には 8 桁 に し た後乗算 す る 。 即
ち 7 桁 を 1桁 sh ift し て 加算し てや る 。 図- 6 に は こ
れを示 し て お り ， 減 算 の時 に は 前 の 7 '["の 上下相殺す
る 時 の みgate さ れ， 加 孤軍網 開草創
算す る 時には後半 7 '["
の上下相殺す る 時 の み
gate さ れ る 。 勿論 加
算 の時gateきれな い時
には白い mask 信号 と
な り ， 減 算 の 時 gate
さ れ な い 時 に は 黒い
mask 信号 と な る 。
8 .  Comparator 
(付録図- 3参照〕
←ーヲEー骨ー一?乙ーーキ
乗 算 の時の G1 の動作は次 の如 く な る 。 230- 329-
13 5-23 5→33 5 ま では MR に入 っ た数字を何回 Acc に
入れ る かを指定す る も の で‘押 し ぼたん 3 を 押 せ ば 22
4'[" の 中 3x1 4'[" だけ信号 が通過す る 。 但 し実際は 半分
が 反転信号 であ る の で， これは取 らず 3 x 7 -r  だけ通
16 
過す る 。 即ち 3 回だけMR信号が Accに加算 さ れ る 。次
に も う 一度 ぼたん 5 を 押せば 1 桁ず、れたMR 信号 を5
回 Acc に入れ る 。 330ー136-236はBlanking 回路であ
り， Exce ss 3 code であ る の で 5 を 押せば 8 の信号 と な
る も のを 5 回に制限す る も の であ る 。 G1の動作を 図-
7に示す。 G2は 解表示用 の Comparator であり， 動作
は 図- 8 ， 図- 9に示す。 図中 の A ， B ，  C ，  D は I
181， 1285， 1392， 1197 より の 情報を一般に表わ した も
の で 1 か O か の数字を 取 る が， 一例と し て A， B，  
C ，  D の組合わせの 例を 図 10に 示す。 /積 は and\








図 7 臼mparator G1の動作
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図- 8 Comparator G2の動作
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図- 9 Comparator G2の動作
A o 0 0 0 0 0 0 
B o 0 0 0 0 0 0 
C o 1 0 0 0 0 0  
D 1 0 1 0 0 0 0  
ABCD 0 0 0 0 0 0 0  
BCD o 0 0 0 0 0 0 
(A+B)CD 0 0 0 0 0 0 0  
CD o 0 0 0 0 0 0  
(AB +C) D o 0 0 0 0 0 0 
(B+C) D o 0 0 0 0 0 0  
(A+B+C) D o 0 0 0 0 0 0  
D 1 0 1 0 0 0 0 
ABC+ D 1 0 1 0 0  0 0 
BC+ D  1 0 1 0 0 0 0 
(A+B)C+ D 1 0 1 0 0 0  0 
C + D  1 1 1 0 0 0 0 
AB十C+ D 1 1 1 0 0 0 0 
B+C+ D 1 1 1 0 0 0  0 
A+B+C+D 1 1 1 0 0 0 0 
図-10 -a
A 1 0 1 0 0 0 0 
B 1 1 0 0 0 0 0  
C o 1 0 0 0 0 0 
D 0 0 1 0 0 0 0  
ABCD o 0 0 0 0 0 0 
BCD o 0 0 0 0 0 0 
(A+B)CD o 0 0 0  0 0 0 
CD o 0 0 0 0 0 0 
(AB十C) D 0 0 0  0 0 0 0 
(B + C) D o 0 0 0 0 0 0 
(A+B+C) D 0 01 0 0 0 0  
D 0 0 1  0 0 0  0 
ABC+ D 0 0 1  0 0 0 0 
BC+ D  o 1 1 0 0 0 0 
(A + B)C+ D  o 1 1 0 0 0 0 
C+ D o 1 1 0 0 0 0 
AB十 C + D 1 1 1 0 0 0 0  
B+C+D 1 1 1 0 0 0 0 
A+B+C+ D 1 1 1 0 0 0 0 
図-10 -b
図-10a は 1 181 0 0 0 
286 0 0 0 
392 0 1 0 
197 1 0 1 
8 48 
が入った時の Br aun 管に 8 点， 4 点， 8 点が表わさ
れ る 。
同様に図-lOb は 1 181 1 0 1 
286 1 1 0 
392 0 1 0 
19 7 0 0 1 
3 6 9  
が入った時 Bra un 管に 表われ る 点の数を表わす。 Acc
の 数字を CRO に表示す る 方法は こ れで拐に な っ た と
思 う 。 239 では 1 4τ の信号 を 7 "に 制限す る 回路 で あ
る 。
9. Sign register 
図-1 1に於し、て main co unter か ら の信号 は B308 ， B
309に表われ る が B1 43 は図の如 く な る 。 こ れがsign re 司
gister の2 43， 2 42に入 る 。 F326 は第 4期 の動作であ る
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は 反転す る FF であ っ て ， 負数合表わす場合には CRT
の表示は補数で表示せず真数で表わ し ， ただ CRl' の
上 よ り 表示す る 様に な る 。
加算の時， 10進最上位か ら桁上げ信号が 出 た ら符号
は正， 減算の時， 10進最上位か ら桁上げ信号が 出 た ら
符号は負を表わす様に し で あ る 。
10. Multiplicand register (付録図- 4参照)
F-326 は第 4期だけ信号 を通 過 せ し め るもので，
D127 は swit ch が set と な っ て い る 時は 1 と な る の で ，
B-3 42 の信号 は 1 44， 232， 332 を通 り MRに入 る 。 勿
論 B210 で τ時間だけ strobe さ れ る 。 A301， A3 02 は
そ の ま ま 1 51， 1 56 に入 る が A303， A30 4 は not で 162
16 7 へ入 っ て い る 。 こ れは Acc の下の 2 桁が G13 7，
G23 7へ not で読み取 られ る の で問題はな いが， Acc の
並列加算の桁上げ信号は not で入 ら な い と いけ な い の
11 75 よ り 12 77へ上の桁か ら not で入れ る 様に す る 。
D221 は信号を clear す る 。
例 と し て 3 桁 の Memory す る も の と し ， set123 の時
の動作を考え る 。 (図-12， 図 13参照) setで、MR CI・





図 11 sign register 入力
A303- 1 n ot で入 る ため O
A30 4- 0 not で入 る ため 1
数 字 1 が 入 る と
1 " 2 " 3 " 4" 5" 6 " 7τ 71: :: 1 4" 
1 rr m 1 rr m 1 rr m 1 rr m 1 rr m 1 rr m 1 n皿:: 1 II m 
2:i 2 0 2 53 1 2 54 1 2 55 1 256 1 2 49 1 2 50 1 :: 2 50 0 
1 桁 3 49 0 3 50 1 3 51 1 3 52 1 3 53 1 3 45 1 3 48 1 :: 3 48 0 
1 52 0 1 53 1 1 54 1 1 55 1 1 47 1 1 48 1 1 50 1 :: 1 50 0 
2 56 0 2 49 0 2 50 0 2 52 0 2 53 1 2 54 1 2 55 1 :: 2 55 0 
2 桁 3 53 0 3 45 0 3 48 0 3 49 0 3 50 1 3 51 1 3 52 1 :: 3 52 0 
147 0 1 48 0 1 50 0 1 52 0 1 53 1 1 54 1 1 55 1 :: 1 55 0 
� O  �1 �1 W41 �1 �1 �1 ・ : 2 58 0  
3 桁 3 58 0 3 59 1 361 1 362 1 363 1 3 54 1 3 57 1 :: 3 57 0 
163 0 16 4 1 16 5 1 166 1 1 57 1 1 58 1 16 7 1 :: 161 0 
26 5 1 2 57 1 2 58 1 261 1 262 0 2 渇3 0 26 4 0 :: 26 4 1 
4桁 363 1 3 54 1 3 57 1 3 58 1 3 59 0 361 0 362 0 :: 362 1 
1 57 1 1 58 1 161 1 163 1 16 4 0 16 5 o 166 0 :: 166 1 
故に 7τ では補数 8 τ 1ー 4τ ま では真数を表示 し て い る 。 図-12 MRの動作
2 の 押 し ぼたんを入れ る と ， rr期の動作中の diagram は
1 rr m 1 rr 皿 1 II m 1 rr 皿 1 II皿 1 rr m 1 n m 
2 52 0  2 53 1  2 54 1  2 55 1  2 56 1 2 49 1  2 50 1 
1 桁 3 49 0 3 50 1 3 51 1 32 5 1 3 53 1 3 45 1 、3 46 1 
1 52 o 1 53 1 1 54 1 1 55 1 1 47 1 1 48 1 1 49 
2 56 0  2 49 0  2 50 0  2 51 0  2 52 0  2 53 1  2 54 1 
2 桁 3 53 0 3 45 0 3 46 0 3 47 0 3 49 0 3 50 1 3 51 
1 47 o 1 48 o 1 49 o 1 50 。 1 52 。 1 53 1 54 
261 0 262 1 263 1 26 4 1  26 5 1 2 571 2 58 1 
3 桁 3 58 0 3 59 1 361 1 362 1 363 1 3 54 1 3 55 1 
163 o 16 4 1 16 5 1 166 1 1 57 1 1 58 1 1 59 1 
2 58 1 2 59 1  261 1 26 5 1  2 571 262 0 263 0 
4桁 363 1 3 54 1 3 55 1 3 56 1 3 58 1 3 59 0 361 0 
1 57 1 1 58 1 1 59 1 161 1 163 1 16 4 0 16 5 0 
前表 と 比較す る とTだ け (3 1:の パ ラ メ ト ロ ン伝送時間) 時間の遅れがあ る の で1 bit( 1 桁)shift された こ と と な る。
図-13 MR の動作
18 
とな る。 swi tch1 を 押したことによ り ， 第 2 期で は
shi ftされ るけれども M R M emor yないため に そのま
まで第 4]拐を 考え ると図ー1 4 の如くな る。
BH "網









1 1 . Accumulator ( 付録図ー 5 参照〕
Exc ess 3 code は 加算する場合
M + N= (M '+ 3)+(N'+ 3)=M '+N'+ 6 と な る
ので桁上げの carri er は 最上桁 の car ner のみ取ればよ
い。 しか し， そ の桁 の和は carri er が 0 の時 M '+N'+
3とせねばな らない ので. (M '十N'+ 6 )  よ り 3を減
じ， 又carri er が 1 の時には 6が消えて しまうので十
3を 加えてやる必要があ る。3を 減ず るよ り も (+ 1 3  
- 1 6)と した方が便利なこともあ り ，こ の時には1 011
を 加え. 3を 加え る時には1 1 00を 加えてやればよい。
こ の原理図を 全
加算器で図 - 1 5 の
如く表 わ すと す
る。F，. F2 • Fs• 




る。 F" F2 • Fs 凶-1 5
は パラメトロンを用い ると故に図 -16の如くな る。こ
aO l 0 0 1 1 0 1 
b 0 0 1 0 l 0 1 1 
c 0 0 0 1 0 1 1 1  
s 0 1 1 1 1 1 1 1  
c ' 0 0 0 0 1 1 1 1  
れを 4ケ並列にすると し 2 ， Il七-0..
4. 8code の 加算器とな る。{7ü ・ 寸ま〉で主〉→
えば 図-1 7 の如く表わすこと ιι〈子一一ーピ
が出来 るが， 九か らおへ入 る
時には1 75 1情"帽肺サ
→ 2 77へ no t
で入 る のは I材川
上 の 2 桁の
M Rが下の 2Mf入#
2 桁 の M R
へ n otで入 3府枠制同時
ってい るか ヨ初T入h




36 4の桁上げが n otで入 る のも同じ理由によ る。 367→
1 76， 367→ 1 77も同様である。
Fõ. F6， F7を図-1 8に示す。F7は 変形され てい
る。 こ の補正回路に 6 ( 011 0)な る数字が入れられて
'" 2明 ヨ曹 1ft 帽惨
一 一 一
唖\，型、 宮 署W\，器\民� 3_い・"""5ーイ〉ムャ{).→( }-s. ー〈 片+{}→( )-->5< --(ト-lì-- Sd.
-ーイ干ーー〈 トーー.c ( rー-{ 下一一歩c (下一ーイ T 
図 18
あ るとすると M Rでは ( 01 01)となって A cc に入っ
てく る ので
Chがない時は 1 79 →Oであ る ために
F.に対して
F6に対して
F7 Iこ弁すして S=O 
であ るか ら A cc の表示は 1 01 0とな るが A c の読み取
り に於いては 1 001 即ち9 を得る。




F7に対して S= 1 
RPち A cc の表示は 111 1 とな るが A cc の読み取 り は
11 00即ち3 を 得 る。即ち並列 3. 4桁に対 しては し
2 桁とは 逆に n otで、入ってい る ので Chの有無は 反対
とな り . Chがない時は 3だけ 加え. Chがある時は 3
だけ 減ず ることとな る。こ の外に考慮することは time
lagであ る。
4 桁 の 2 進加算回路では桁上げが最下位か ら最上位
まで伝わ る に-fT即時間 の遅れがあ る。叫 の
加算機で桁上げ信号が最下位に入 る には τだけの時間
τ 
の遅れが必要であ るが， こ のままでは 了だけ余計に
遅れ る のですだけ遅れを 短かくする 回路を 付さね
ばな らない。こ の A ccの回路では 上 の 2桁 は 早目に計
算 してFか ら桁上げが来た らこう，来なかった ら こう
とあ らかじめ計算 しておし そ こで下か ら の桁上げが
来た場合には 直に上 へ繰上げがL、くかどう か決定 出
来，遅れを縮 め る。2 67-367-1 79 -2 67が桁上 の伝わ
るループであ り ， 1 79 のところで 2 桁分 の計算が一度
ですむ様になって い る。 九に於いて変形 全加算 器 を
分解してみ ると図一1 9 の如くな り ， 2 つの 全加算器で
先回 り 加 算 を行 う 様に な っ
て い る 。 勿論123 x 456の様
な場合 MRには 123 を入れ
る 時 1 ， 2 ， 3 の順序に
MR を 入れ る が， 456 を 乗
ず る 時に は 6 ， 5， 4 の)1贋
序に押 し ばたんを入れ る 必
要があ る こ と は shift の原
19  
1 2. 励振部 (図-20 参照〕
パ ラ メ ト ロ ン を 駆動す る に は相当 の励振電力を 必要
と す る 。 図ー20 刷、 て 山U 7÷で肌 を発振
し， 12 AUづーで1恥 を発振す る 。 次 の凶U7 ;
は 1 5kc の緩衝増巾器で， 出力を 1200 位相 の異な る 3
相に分ける 。 従 っ て次 の増巾器は各相互に 3 ケの増巾
器が上下に配置 し で あ る 。 以後は 1 相 の増巾のみを表
図 19 理か ら み て 現に な る と 思 う 。 わ し て い る が最後の 12AU7 1 /2 は 1 5kc を 矩形波 と す
図-20 励 振 電 源 部
る 回路で6CL6 に於L 、 て 2MC を変調す る 。 後， 6006 
で電カ増巾す る 。 一相につい て 6BQ6 を 2 ケ使用 し ，
計 6 本 の 6006 を使用 し た 。 6BQ6 の 出 力は直流を パ ラ
メ ト ロ ン 素子に流す と 共に励振電力 を 供給 し ， 互に三
相聞に干渉な い様 choke を入れ， 且つ condenser で接
地 し て い る 。 300 ケの パ ラ メ ト ロ ン を 駆動す る に充分
な 出 力を与え て い る 。
13 結 言
以上 パ ラ メ ト ロ ン 電子計 算 器の モ デル セ ッ ト を試作
す る 都合上 必要な logic diagram を 呈 し て検 討を 試み
て お り ， 目 下試作中であ る 。 後で種 々 改良 し た き 点が
出 て き て い る 。 例え ば励振部に於いては 500kc よ り
1 MC， 2MCを取 り 出 し た方が常数 パ ラ メ ト ロ ン を数少
な く 出 来そ う であ り ， 又CRO 表示 も楽に な る 様 に 考
え られ る 。
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